
【様式 1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 斐伊川
ひ い か わ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 斐伊川直轄管理区間内 

当 該 基 準 再評価実施後一定期間(3 年)が経過している事業 

事 業 諸 元 【水環境】 

①中海
なかうみ

浄化
じょうか

事業 ［H16～(実施中)］ 浅場整備、覆砂 

②宍道
し ん じ

湖
こ

浄化
じょうか

事業［H16～(実施中)］ 浅場整備 

事 業 期 間 平成 16 年度～平成 36 年度 

総 事 業 費 156 億円 

残 事 業 費 44 億円 

目 的 ・ 必 要 性 斐伊川は、その源を島根県仁多郡奥出雲町の船通山（標高 1,143m）に発

し、起伏が穏やかな中国山地を下り、横田盆地をゆるやかに流れた後、山間峡

谷部を急流になって下り、途中三刀屋川等の多くの支川を合わせながら北に流

れ、出雲市大津町上来原地点で斐伊川放水路として神戸川へ洪水を分派した

後、山間部を抜けて下流に広がる出雲平野を東に貫流し、宍道湖、大橋川、中

海、境水道を経て日本海に注ぐ幹川流路延長153km、流域面積2,540km2 の

一級河川である。 

宍道湖・中海では、戦後の経済成長にともなう人口増、産業の発展、生活様

式や営農形態の変化、工業化の進展等により湖内への流入負荷が増加した。ま

た、湖周辺地域の開発等による浅場・藻場の減少や人工湖岸化により湖の自然

浄化機能が低下した。これらにより、湖内の負荷量収支が変化し、水質・底質

の悪化が進行した。昭和６３年度に湖沼水質保全特別措置法の指定湖沼とな

り、平成元年度からは、「湖沼水質保全計画」が策定され、関係機関連携のも

と、下水道整備や湖内対策の対策を推進しているが、引き続き水質の改善が必

要である。 

【水環境】 

《中海・宍道湖浄化事業》 

湖岸のコンクリート化や浅場がなくなることで波が大きくなり、湖底の泥が

巻き上がって透明度が低下しているほか、生物の生息する自然湖岸や浅場がな

くなることで生物が生息しにくい環境となり、自然の浄化機能が低下してい

る。また、中海・宍道湖の近年の水質は経年的にほぼ横ばいで、汚濁指標であ

るＣＯＤなどは環境基準を達成していない。 

そこで、沿岸域における自然浄化機能の回復を行うために浅場整備を行う。

また、湖底の汚濁底泥からの栄養塩溶出を削減し、生物の生息環境を改善する

ために覆砂を行う。 

便 益 の 主 な 根 拠 【水環境】 

事業全体：支払い意志額＝345 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 212,034 世帯

残事業：支払い意志額＝335 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 212,034 世帯

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

基準年度 平成 25 年度 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ 

（億円） 

ＥＩＲＲ

（％） 

事業全体 223 179 1.2 44 5.3 

残事業 167 40 4.2 127 19.4 

事 業 の 効 果 等 【水環境】 

《中海・宍道湖浄化事業》 

・ 浅場の造成や覆砂を行うことで、ヨシやコアマモ、ヤマトシジミなどの生

物が生育しやすくなり、水質の自然浄化機能が向上する。また、湖岸域の

波が小さくなり透明度が向上する。 

・ 子どもの遊び場やヨシの植栽体験といった環境学習の場として利用でき

る。 
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社会情勢等の変化 ・ 中海、宍道湖の水質状況は、環境基準を満足していない状態が継続してい

るが、湖沼水質保全計画に基づく対策により、流域からの排出負荷量は減

少傾向である。 

・ 中海、宍道湖は、平成１７年１１月に国際的に重要な湿地としてラムサー

ル条約登録湿地に認定された。 

事 業 の 進 捗 状 況 ・ 事業の進捗率は、71.8％（事業費ベース）である。（総事業費 156 億円の

うち、整備済みは 112 億円） 

事業の進捗の見込み ・ 地域住民の水環境改善に対する要望は強く、流域対策と連携し湖内対策を

推進することが第５期湖沼水質保全計画にも位置づけされている。 

・ 地域住民、地域の学識者との情報共有、情報交換を行い、地域の理解と協

働のもとヨシやコアマモ場再生など水環境改善対策の実施をしており特に

問題はない。 

コ ス ト 縮 減 や 

代替案立案の可能性 

・ 斐伊川の河口維持掘削で発生した土砂を浅場造成材料として利用し、コス

ト縮減を図っている。 

・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代

替案を検討する必要がないと考える。 

対応方針（原案） 継続 

対 応 方 針 理 由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続

が妥当である。 

今後の事業実施にあたっては、効果の持続的発現に向けて地域の学識者から

意見・助言を得るとともに、コスト縮減に引き続き取り組み、地域との情報交

換を行いながら効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

そ の 他  

 

2



【様式 1】 

河川事業のフォローアップ項目調書 

事業名（箇所名） 斐伊川
ひ い か わ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 斐伊川直轄管理区間内 

当 該 基 準 事業（箇所）完了後 5 年以内の事業 

事 業 諸 元 【水辺整備】 

○中海本庄地区水辺の楽校［H21 年度］階段、護岸、河川管理用通路 

事 業 期 間 平成 21 年度 

総 事 業 費 1.1 億円 

目 的 ・ 必 要 性 斐伊川は、その源を島根県仁多郡奥出雲町の船通山（標高 1,143m）に発し、

起伏が穏やかな中国山地を下り、横田盆地をゆるやかに流れた後、山間峡谷部を急

流になって下り、途中三刀屋川等の多くの支川を合わせながら北に流れ、出雲市大

津町上来原地点で斐伊川放水路として神戸川へ洪水を分派した後、山間部を抜けて

下流に広がる出雲平野を東に貫流し、宍道湖、大橋川、中海、境水道を経て日本海

に注ぐ幹川流路延長 153km、流域面積 2,540km2 の一級河川である。 

中海、宍道湖の「中浜港」や「白潟公園」、「岸公園」、「夕日スポット」、「秋鹿な

ぎさ公園」、「木次水辺の楽校」などにおいては、散策などの日常利用のほか、ボー

トやヨット、カヌーなどの水上スポーツ、花火大会などのイベント開催や夕日鑑賞、

子どもたちの環境学習の場など、多様な利用がなされている。 

【水辺整備】 

《中海本庄地区水辺の楽校》 

中海本庄地区は小・中学校と隣接し、小学校では水質調査や生物調査などの環境

学習が盛んに行われているほか、清掃活動等が行われている。しかし、自然の砂浜

は狭く、湖岸堤も直立のコンクリート護岸のため、水辺が安全に利用できない状況

であった。 

そこで、河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用

できるように、階段、護岸、河川管理用通路等の整備を行う。 

 

便 益 の 主 な 根 拠 【水辺整備】 

年間利用者数の増加 ＝ 67,847 人 

費用対効果分析の 

算定根拠となった 

要 因 の 変 化 

 事業費 予定工期 便益計測手法 

当初 － － － 

事後 1.1 億円 平成 21 年度 ＴＣＭ 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

ＥＩＲＲ 

（％） 

基準年度 

当初 — — — — — — 

事後 3.4 1.3 2.6 2.1 12.4 平成 25 年度

事業効果の発現状況 【水辺整備】 

《中海本庄地区水辺の楽校》 

・ 整備以後、近接する小学校の環境学習の場として定期的に利用されている。 

・ 散策等の日常利用のほか、自然体験、水辺遊びなど多様な利用がなされている。

事 業 実 施 に よ る 

環 境 の 変 化 

・ 緩傾斜堤防の整備と併せて、約１８０ｍの浅場を整備したことにより、水辺利

用者の利用向上に加え、動植物の生息環境の創出が期待される。 

社会経済情勢の変化 ・ 事業箇所周辺の米子市、境港市、松江市、出雲市、安来市、雲南市の人口（平

成２４年３月現在で合計約６５万人）は減少傾向である。 

今 後 の 事 後 評 価 

の 必 要 性 

本事業は十分な事業効果を発揮しており、今後とも地域住民等による多様な水辺

の利用が見込まれることから、改めて事後評価に準ずるフォローアップを実施する

必要はない。 

改善措置の必要性 今後は、河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）などを活用して、継続的に事

業効果の発現について追跡調査を行う。 
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同種事業の計画・ 

調 査 の あ り 方 や 

事 業 評 価 手 法 の 

見 直 し の 必 要 性 

特になし 

対 応 方 針 （ 案 ） 本事業は十分な事業効果を発揮しており、今後とも地域住民等による多様な水辺

の利用が見込まれることから、改めて事後評価に準ずるフォローアップを実施する

必要はない。 

また、事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措

置の必要性はない。 
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評
価
区
分

N
o
.

河
川
名

事
業
名

市
・
町

事
業
年
度

事
業
内
容

事
業
費

（
百
万
円
）

再
評
価

1
中
海

中
海
浄
化
事
業

米
子
市
、
境
港
市
、

松
江
市
、
安
来
市

実
施
中

（
H
1
6
～
）

浅
場
整
備
、
覆
砂

１
１
，
７
１
８

2
宍
道
湖

宍
道
湖
浄
化
事
業

松
江
市
、
出
雲
市

実
施
中

（
H
1
6
～
）

浅
場
整
備

３
，
９
２
５

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

3
中
海

中
海
本
庄
地
区

水
辺
の
楽
校

松
江
市

H
2
1

階
段
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坂
路
、
護
岸
、

河
川
管
理
用
通
路

１
０
８
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．

事
業

内
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③
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庄
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区
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辺

の
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校 ※
こ

の
背

景
地

図
等

デ
ー

タ
は

、
国

土
地

理
院

の
電

子
国

土
W
e
b
シ

ス
テ

ム
か

ら
配

信
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

：
事

業
実

施
済

箇
所

：
事

業
実

施
予

定
箇

所

米
子

湾
エ

リ
ア

東
岸

エ
リ

ア

南
岸
エ
リ
ア

西
岸
エ
リ
ア

南
岸
エ
リ
ア

北
岸

エ
リ

ア

②
宍

道
湖

浄
化

事
業

①
中

海
浄
化
事

業

ほ
ん
じ
ょ
う
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整
備

目
的

：
沿

岸
域

に
お

け
る

自
然

浄
化

機
能

の
回

復
を

行
う

た
め

に
浅

場
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

湖
底

の
汚

濁
底

泥
か

ら
の

栄
養

塩
溶

出
を

削
減

し
、

生
物

の
生

息
環

境
を

改
善

す
る

た
め

に
覆

砂
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
湖

岸
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

化
や

浅
場

が
な

く
な

る
こ

と
で

波
が

大
き

く
な

り
、

湖
底

の
泥

が
巻

き
上

が
っ

て
透

明
度

が
低

下
し

て
い

る
。

生
物

の
生

息
す

る
自

然
湖

岸
や

浅
場

が
な

く
な

る
こ

と
で

生
物

が
生

息
し

に
く

い
環

境
と

な
り

、
自

然
の

浄
化

機
能

が
低

下
し

て
い

る
。

中
海

・
宍

道
湖

の
近

年
の

水
質

は
経

年
的

に
ほ

ぼ
横

ば
い

で
、

汚
濁

指
標

で
あ

る
Ｃ

Ｏ
Ｄ

な
ど

は
環

境
基

準
を

達
成

し
て

い
な

い
。

整
備

内
容

：
浅

場
整

備
、

覆
砂

事
業

費
：

1
5

,6
4

3
百

万
円

①
②

【
水

環
境

】
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
（

実
施

中
：

Ｈ
１

６
～

）

４
-
1

．
整

備
内

容
（

再
評

価
）

な
か

う
み

し
ん

じ
こ

じ
ょ

う
か

じ
ぎ

ょ
う

北
岸
エ
リ
ア

残
整
備
延
長
：
1
.0
k
m

全
整
備
延
長
：
4
.3
k
m

※
こ
の
背
景
地
図
等
デ
ー
タ
は
、
国
土
地

理
院
の

電
子
国

土
W
e
b
シ
ス
テ
ム

か
ら
配

信
さ
れ

た
も
の

で
あ
る

。

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

：
事

業
実

施
済

箇
所

：
事

業
実

施
予

定
箇

所

②
宍
道
湖
浄
化
事
業

南
岸
エ

リ
ア

残
整
備
延
長
：
1
.8
k
m

全
整
備
延
長
：
3
.2
k
m

西
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
1
.5
k
m

全
整
備
延
長
：
1
.5
k
m

東
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
0
.6
k
m

全
整
備
延
長
：
2
.5
k
m

米
子

湾
エ

リ
ア

残
整
備
延
長
：
3
.7
k
m

全
整
備
延
長
：
5
.4
k
m

①
中

海
浄

化
事

業

南
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
1
.2
k
m

全
整
備
延
長
：
5
.0
k
m

【
整

備
前

】

・
湖

岸
が

人
工

化
し

て
い

る
た

め
生

物
が

住
み

に
く

く
、

大
き

な
波

に
よ

り
透

明
度

も
低

い
。

生
物

が
住
み
に
く
く
透
明
度
も
低
い

平
成
2
1
年
1
2
月
撮
影

未
整

備
箇

所
の

状
況

・
湖

岸
に

浅
場

の
造

成
や

覆
砂

を
行

う
。

・
ヨ

シ
や

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

等
が

生
育

す
る

と
と

も
に

、
湖

岸
域

の
波

が
小

さ
く

な
り

透
明

度
が

向
上

す
る

。
・

子
ど

も
の

遊
び

場
や

ヨ
シ

の
植

栽
体

験
と

い
っ

た
環

境
学

習
の

場
と

し
て

利
用

で
き

る
。

【
整

備
後

】

生
物

が
住

み
や

す
く

な
り

、
波

も
小
さ

い

整
備
箇
所
で
確
認
さ
れ
た
シ
ジ
ミ

平
成
2
3
年
7
月
撮
影

整
備
箇
所
の
利
用
状
況

平
成
2
4
年
8
月
撮
影

上
の
写
真
箇
所
に
隣
接
す
る
整
備
箇
所
で

同
時
刻
に
撮
影

整
備

箇
所

の
状

況

平
成
2
1
年
1
2
月
撮
影

整
備
に
よ
る

効
果
の
イ
メ
ー
ジ
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•覆
砂

整
備

に
よ

り
、

底
泥

の
巻

き
上

が
り

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

状
況

（
透

明
度

の
向

上
）

が
確

認
さ

れ
た

。
•浅

場
整

備
に

よ
り

、
生

物
（

主
要

二
枚

貝
）

の
生

息
状

況
は

概
ね

増
加

傾
向

に
あ

り
、

生
息

環
境

の
改

善
が

確
認

さ
れ

た
。

•浅
場

整
備

に
よ

り
、

ヨ
シ

帯
が

繁
茂

し
護

岸
の

目
隠

し
効

果
や

生
物

に
と

っ
て

の
隠

れ
家

が
創

出
さ

れ
て

い
る

状
況

が
確

認
さ

れ
た

。

■
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
の

総
合

的
な

整
備

効
果

（
主

な
も

の
）

４
-
1

．
整

備
内

容
（

再
評

価
）

■
覆

砂
に

よ
る

底
泥

の
巻

き
上

が
り

の
抑

制

宍
道

湖
（

秋
鹿

地
区

）

■
景

観
等

の
改

善

■
生

物
の

生
息

状
況

中
海

（
下

意
東

地
区

）

対
照

区
（

未
整

備
）

覆
砂

区

整
備

直
後

ヨ
シ

繁
茂

※
生

物
は

代
表

種
と

し
て

主
要

二
枚

貝
の

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
※

秋
鹿

地
区

は
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ
の

成
長

に
伴

う
深

場
へ

の
移

動
に

よ
り

、
調

査
日

の
個

体
数

・
湿

重
量

が
減

少
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

（
整

備
後

の
生

息
量

は
春

季
に

最
も

多
く

、
そ

の
後

、
徐

々
に

減
少

）
ま

た
、

整
備

前
は

調
査

地
点

間
に

よ
る

生
息

量
の

ば
ら

つ
き

が
大

き
く

、
生

息
範

囲
は

限
ら

れ
て

い
た

が
、

整
備

後
は

整
備

箇
所

全
域

に
わ

た
っ

て
生

息
し

て
い

る
状

況
が

確
認

さ
れ

た
。

※
布

志
名

地
区

は
基

盤
の

流
出

に
よ

り
、

調
査

日
の

個
体

数
・

湿
重

量
が

減
少

（
改

善
工

事
中

）

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の

個
体

数
・
湿

重
量

（
整

備
前

後
）

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

4
0
0
0

鹿
園
寺
地

区
大
垣

地
区

秋
鹿
地
区

布
志
名

地
区

宍
道
地
区

個体数（個体/㎡）、湿重量（ｇ/㎡）

個
体

数
（
事
前
）

個
体

数
（
事
後
）

湿
重

量
（
事
前
）

湿
重

量
（
事
後
）

ア
サ

リ
の

個
体

数
・
湿

重
量

（
整

備
前

後
）

1
3
.3

1
3
.3

1
.7

1
4
.1

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
0
0
0

下
意
東

地
区

大
崎
地

区
新
十
神
地

区

個体数（個体数/㎡）、湿重量（g/㎡）

個
体
数
（
事

前
）

個
体
数
（
事

後
）

湿
重
量
（
事

前
）

湿
重
量
（
事

後
）

宍
道

湖

中
海

（
浅

場
区

）

（
デ

ー
タ
は

事
前
調
査

と
同

じ
季

節
で
の
比

較
）

基
盤

流
出

の
影

響

季
節

的
な

影
響

し
も
い
と

う
お

お
さ
き

し
ん
と
か

み

ろ
く
お
ん

じ
お

お
が
き

し
ん
じ

あ
い

か
ふ

じ
な

し
も

い
と
う

あ
い
か
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・
「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

」
に

明
示

さ
れ

て
い

る
経

済
評

価
手

法
は

Ｃ
Ｖ

Ｍ
、

Ｔ
Ｃ

Ｍ
、

代
替

法
等

が
あ

り
、

事
業

の
効

果
を

踏
ま

え
適

切
に

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

出
典

）
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
，

国
土

交
通

省
河

川
局

（
H

2
2

.3
）

・
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
に

つ
い

て
は

、
非

利
用

価
値

が
主

と
な

る
こ

と
か

ら
Ｃ

Ｖ
Ｍ

を
適

用
す

る
。

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

①
②
中
海
・
宍
道
湖
浄
化
事
業

【
評

価
手

法
選

定
フ

ロ
ー

】

（
1

）
評

価
手

法
の

選
定

11



４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

過
去

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

（
２

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

（
３

）
便

益
の

計
測 「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

H
22

.3
」

に
基

づ
き

、
評

価
を

行
っ

た
。

◆
C

VM
（

仮
想

市
場

法
）

の
場

合
⇒

便
益

＝
支

払
意

思
額

（
W

TP
）

×
集

計
世

帯
数

×
評

価
期

間
（

事
業

完
成

後
50

年
間

）

【
①

②
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
】

12



ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

環
境

】
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
C

V
Ｍ

調
査

範
囲

過
去

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

よ
り

、
事

業
の

認
知

度
が

高
く

事
業

の
必

要
性

を
強

く
感

じ
て

い
る

２
０

ｋ
ｍ

圏
と

す
る

。

（
４

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

Ｃ
Ｖ

Ｍ

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

【
水

環
境

】
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
C

VM
調

査
範

囲

2
0
k
m

流
域
界

斐
伊
川

○
対

象
市

町
村

（
再

評
価

：
水

環
境

整
備

事
業

）
松

江
市

(旧
松

江
市

、
旧

鹿
島

町
、

旧
島

根
町

、
旧

美
保

関
町

、
旧

八
束

町
、

旧
東

出
雲

町
、

旧
八

雲
村

、
旧

玉
湯

町
、

旧
宍

道
町

)、
出

雲
市

(旧
出

雲
市

、
旧

大
社

町
、

旧
平

田
市

、
旧

斐
川

町
)、

安
来

市
(旧

安
来

市
、

旧
伯

太
町

、
旧

広
瀬

町
)、

雲
南

市
(旧

加
茂

町
、

旧
大

東
町

、
旧

木
次

町
、

旧
三

刀
屋

町
)、

米
子

市
(旧

米
子

市
)、

境
港

市
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（
４

-
2

）
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

C
V

M

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

提
示

し
、

整
備

を
行

う
た

め
の

支
払

い
意

思
額

（
W

T
P

）
を

問
う

。
・

得
ら

れ
た

有
効

回
答

か
ら

、
当

事
業

の
支

払
い

意
思

額
（

W
T

P
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
W

T
P

×
1

2
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

事
業

を
実

施
し

た
場

合
と

実
施

し
な

い
場

合
の

効
果

を
提

示
し

、
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
う

か
質

問
す

る

賛
成

率
(％

)
1
0
0

5
0 0
円

２
０
０
０
円

最
大

提
示

額
で
据

切
り

◆
賛

成
率

曲
線

（
平

面
形

関
数

）
を

推
定

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
【

水
環

境
】

（
再

評
価

）
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
受

益
世

帯
数

2
1

2
,0

3
4

世
帯

全
体

事
業

：
支

払
い

意
思

額
（

W
T

P
）

＝
3

4
5

円
/
月

/
世

帯
、

年
便

益
：

8
7

8
百

万
円

（
＝

3
4

5
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
2

1
2

,0
3

4
世

帯
）

残
事

業
：

支
払

い
意

思
額

（
W

T
P

）
＝

3
3

5
円

/
月

/
世

帯
、

年
便

益
：

8
5

2
百

万
円

（
＝

3
3

5
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
2

1
2

,0
3

4
世

帯
）

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

回
答

記
入

例

負
担

金
の

金
額

 
回

 
答

 
欄

 

１
．

月
に

5
0

円
(年

間
6

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

２
．

月
に

1
0

0
円

(年
間

1
,2

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

３
．

月
に

2
0

0
円

(年
間

2
,4

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

４
．

月
に

3
0

0
円

(年
間

3
,6

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

５
．

月
に

5
0

0
円

(年
間

6
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

６
．

月
に

７
0

0
円

(年
間

８
,４

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

７
．

月
に

1
,0

0
0

円
(年

間
1

2
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

８
．

月
に

２
,0

0
0

円
(年

間
２

４
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

 
２

．
反

対
す

る

配
布

数
回

収
数

回
収

率
有

効
回

答
数

有
効

回
答

率
抵

抗
回

答
数

無
効

回
答

数
事

業
全

体
5
4
3

7
4
.
2
%

8
6

1
0
3

残
事

業
5
6
4

7
7
.
0
%

9
0

7
8

7
3
2

3
6
.
6
%

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

2
,
0
0
0
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543210

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81

（
百

万
円
）

費
用

C
（
維
持
管
理

費
）

費
用

C
(維

持
管
理
費
(現

在
価
値
化

))

維
持
管
理

費

2
,0
0
0

1
,5
0
0

1
,0
0
0

5
00

0

5
00

1
,0
0
0

1
,5
0
0

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81

（
百
万

円
）

便
益
B

費
用
C
（
事

業
費
）

費
用
C
（
維

持
管
理
費
）

費
用
C
（
現

在
価
値
化
）

便
益
B
（
現
在

価
値
化
）

年
便

益

事
業

費

維
持
管
理
費

維 持 管 理 費 拡 大

事
業
完
了
後
の
評
価
期

間
（
5
0
年
）

事
業

期
間

（
5

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
の

算
出

方
法

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

で
割

り
増

し
に

よ
っ

て
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

評
価
基
準
年
(
H
2
5
)

項
目

全
体
事
業

残
事
業

便
益

（
B

1
）

2
2

,3
2

6
百

万
円

1
6

,6
8

3
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

0
百

万
円

0
百

万
円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
）

2
2

,3
2

6
百

万
円

1
6

,6
8

3
百

万
円

建
設

費
（

C
1

）
1

7
,8

0
8

百
万

円
3

,9
3

4
百

万
円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
8

4
百

万
円

2
2

百
万

円

総
費

用
（

C
=
C

1
+
C

2
）

1
7

,8
9

1
百

万
円

3
,9

5
5

百
万

円

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
1

.2
4

.2
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◇
総

便
益

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

5
0

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

。

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
に

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

◇
総

費
用

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
（

※
）

維
持

管
理

費
は

、
実

績
を

基
に

設
定

し
た

。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）

（
6

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

再
評

価

・
【

水
環

境
】

全
体

事
業

：
2

2
,3

2
6

百
万

円
残

事
業

：
1

6
,6

8
3

百
万

円

再
評

価

・
【

水
環

境
】

全
体

事
業

：
1

7
,8

9
1

百
万

円
残

事
業

：
3

,9
5

5
百

万
円

再
評

価

・
【

水
環

境
】

全
体

事
業

：
１

．
２

残
事

業
：

４
．

２

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
中

海
、

宍
道

湖
の

水
質

状
況

は
、

環
境

基
準

を
満

足
し

て
い

な
い

状
態

が
継

続
し

て
い

る
が

、
湖

沼
水

質
保

全
計

画
に

基
づ

く
対

策
に

よ
り

、
流

域
か

ら
の

排
出

負
荷

量
は

減
少

傾
向

で
あ

る
。

・
中

海
、

宍
道

湖
は

、
平

成
１

７
年

１
１

月
に

国
際

的
に

重
要

な
湿

地
と

し
て

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
に

認
定

さ
れ

た
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

・
以

上
か

ら
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

・
今

後
の

事
業

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
効

果
の

持
続

的
発

現
に

向
け

て
地

域
の

学
識

者
か

ら
意

見
・

助
言

を
得

る
と

と
も

に
、

コ
ス

ト
縮

減
に

引
き

続
き

取
り

組
み

、
地

域
と

の
情

報
交

換
を

行
い

な
が

ら
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

の
執

行
に

努
め

る
。

４
-
3

．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

再
評

価

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点
・

地
域

住
民

の
水

環
境

改
善

に
対

す
る

要
望

は
強

く
、

流
域

対
策

と
連

携
し

湖
内

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
が

第
５

期
湖

沼
水

質
保

全
計

画
に

も
位

置
づ

け
さ

れ
て

い
る

。
・

地
域

住
民

、
地

域
の

学
識

者
と

の
情

報
共

有
、

情
報

交
換

を
行

い
、

地
域

の
理

解
と

協
働

の
も

と
ヨ

シ
や

コ
ア

マ
モ

場
再

生
な

ど
水

環
境

改
善

対
策

の
実

施
を

し
て

お
り

特
に

問
題

は
な

い
。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

（
1

）
再

評
価

の
視

点
①

事
業

の
必

要
性

等
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

全
体

事
業

（
B

／
C

)＝
１

．
２

残
事

業
（

B
／

C
)＝

４
．

２

・
事

業
の

進
捗

率
は

、
7

1
.8

％
（

事
業

費
ベ

ー
ス

）
で

あ
る

。
（

総
事

業
費

1
5

,6
4

3
百

万
円

の
う

ち
、

整
備

済
み

は
1

1
,2

3
9

百
万

円
）

・
斐

伊
川

の
河

口
維

持
掘

削
で

発
生

し
た

土
砂

を
浅

場
造

成
材

料
と

し
て

利
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

て
い

る
。

・
事

業
の

進
捗

状
況

、
費

用
対

効
果

を
鑑

み
、

継
続

実
施

が
妥

当
で

あ
り

、
現

状
で

の
代

替
案

を
検

討
す

る
必

要
が

な
い

と
考

え
る

。

（
2

）
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

・
鳥

取
県

：
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。
・

島
根

県
：

妥
当

で
あ

る
。
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整
備

目
的

：
河

川
巡

視
な

ど
河

川
管

理
機

能
の

向
上

と
水

辺
利

用
者

が
安

全
に

水
辺

空
間

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
、

階
段

、
護

岸
、

河
川

管
理

用
通

路
等

の
整

備
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
中

海
本

庄
地

区
は

小
・

中
学

校
と

隣
接

し
、

小
学

校
で

は
水

質
調

査
や

生
物

調
査

な
ど

の
環

境
学

習
が

盛
ん

に
行

わ
れ

て
い

る
ほ

か
、

清
掃

活
動

等
が

行
わ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
自

然
の

砂
浜

は
狭

く
、

湖
岸

堤
も

直
立

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

た
め

、
水

辺
が

安
全

に
利

用
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

整
備

内
容

：
階

段
、

護
岸

、
河

川
管

理
用

通
路

事
業

費
：

１
０

８
百

万
円

③
【

水
辺

整
備

】
中

海
本

庄
地

区
水

辺
の

楽
校

（
Ｈ

２
１

）

５
-
1

．
整

備
内

容
（

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
）

な
か

う
み

ほ
ん

じ
ょ

う
ち

く
み

ず
べ

が
っ

こ
う

新
鶴

見
橋

※
こ
の
背
景
地
図
等
デ
ー
タ
は
、
国
土
地
理
院
の
電
子

国
土

W
e
b
シ

ス
テ

ム
か

ら
配
信

さ
れ
た

も
の
で

あ
る
。

③
中
海
本
庄
地
区

水
辺
の
楽
校

平
成
2
3
年
5
月
撮
影

本
庄
小

中
海

本
庄
地
区

水
辺
の
楽
校

本
庄
中

老
人
ホ
ー

ム

【
整

備
前

】

・
自

然
の

砂
浜

は
狭

く
、

小
学

校
前

は
直

立
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
で

、
水

辺
に

近
づ

け
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

平
成
2
0
年
5
月
撮
影

整
備

前
の

状
況

水
辺
に
近
づ
け
な
い 平

成
2
0
年
3
月
撮
影

平
成
2
0
年
3
月
撮
影

狭
い

砂
浜

・
水

辺
に

階
段

や
護

岸
、

河
川

管
理

用
通

路
を

整
備

し
た

。
・

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
な

り
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

【
整

備
後

】

整
備

後
の

状
況

平
成
2
4
年
1
0
月
撮
影

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
す

る
こ

と
で
、

水
辺

利
用

の
安

全
性

が
向

上
す

る
。

平
成
2
3
年
8
月
撮
影

水
辺
に
近
づ
け
な
い

整
備

後
の

状
況

本
庄
小

本
庄
中

老
人

ホ
ー

ム
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・
「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

」
に

明
示

さ
れ

て
い

る
経

済
評

価
手

法
は

Ｃ
Ｖ

Ｍ
、

Ｔ
Ｃ

Ｍ
、

代
替

法
等

が
あ

り
、

事
業

の
効

果
を

踏
ま

え
適

切
に

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

出
典

）
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
，

国
土

交
通

省
河

川
局

（
H

2
2

.3
）

・
中

海
本

庄
地

区
水

辺
の

楽
校

に
つ

い
て

は
、

利
用

価
値

が
主

と
な

る
こ

と
か

ら
Ｔ

Ｃ
Ｍ

を
適

用
す

る
。

５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

③
中
海
本
庄
地
区
水
辺
の
楽
校

【
評

価
手

法
選

定
フ

ロ
ー

】

（
1

）
評

価
手

法
の

選
定
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５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

T
C

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

過
去

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

（
２

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

（
３

）
便

益
の

計
測 「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

H
22

.3
」

に
基

づ
き

、
評

価
を

行
っ

た
。

【
③

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校
】

◆
TC

M
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
法

）
の

場
合

⇒
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

の
需

要
曲

線
を

推
定

し
、

便
益

を
計

測
す

る
。
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ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

辺
整

備
】

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

過
去

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

よ
り

利
用

が
確

認
さ

れ
た

、
事

業
箇

所
の

松
江

市
及

び
松

江
市

と
隣

接
す

る
自

治
体

を
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

範
囲

に
設

定
す

る
。

（
4

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

Ｔ
Ｃ

Ｍ

５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

【
水

辺
整

備
】

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校
TC

M
調

査
範

囲

3
0
k
m

流
域
界

斐
伊
川

○
対

象
市

町
村

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

：
水

辺
整

備
事

業
）

松
江

市
(旧

松
江

市
、

旧
鹿

島
町

、
旧

島
根

町
、

旧
美

保
関

町
、

旧
八

束
町

、
旧

東
出

雲
町

、
旧

八
雲

村
、

旧
玉

湯
町

、
旧

宍
道

町
)、

出
雲

市
(旧

平
田

市
、

旧
斐

川
町

)、
安

来
市

(旧
安

来
市

、
旧

伯
太

町
、

旧
広

瀬
町

)、
雲

南
市

(旧
加

茂
町

、
旧

大
東

町
)、

米
子

市
(旧

米
子

市
)、

境
港

市

調
査

範
囲

ゾ
ー

ン
１

ゾ
ー

ン
２

ゾ
ー

ン
３

ゾ
ー

ン
４
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（
4

-
2

）
T

C
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

の
調

査
）

T
C

M
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
法

）

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

か
ら

利
用

者
の

来
訪

距
離

別
に

ゾ
ー

ン
を

設
定

。
・

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
か

ら
各

ゾ
ー

ン
ご

と
に

交
通

手
段

別
の

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
）

を
算

定
。

・
整

備
前

後
の

需
要

関
数

を
求

め
、

そ
の

差
分

を
年

便
益

（
消

費
者

余
剰

）
と

す
る

。
・

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

【
利

用
実

態
を

踏
ま

え
て

ゾ
ー

ン
を

設
定

】

◆
利

用
頻

度
と

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
の

関
数

曲
線

を
用

い
て

、
ゾ

ー
ン

ご
と

に
仮

想
料

金
を

設
定

し
仮

想
料

金
ご

と
利

用
者

数
を

求
め

、
各

ゾ
ー

ン
の

総
和

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

値
に

よ
り

需
要

曲
線

（
需

要
関

数
）

を
推

計

【
水

辺
整

備
】

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）
年

便
益

額
１

４
百

万
円

○
残

存
価

値
の

設
定

事
業

完
成

後
5

0
年

経
過

時
点

で
の

事
業

箇
所

の
価

値
を

算
定

。

○
総

便
益

の
算

定
事

業
完

成
後

5
0

年
の

年
便

益
総

和
に

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
、

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

仮
想

料
金

（
円

）

利
用

者
数

（
人

）

10
00 50

0 0
10

0
20

0

２
曲

線
間

の
部

分
(斜

線
面

積
）

が
便

益
（

消
費

者
余

剰
）

整
備

後

整
備

前

【
整

備
前

後
の

消
費

者
余

剰
（

単
年

度
便

益
）

を
算

定
】

５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

配
布

数
回

収
率

有
効

回
答

数
有

効
回

答
率

1
6
0
0

3
9
.
9
%

3
8
1

5
9
.
7
%

回
収

数

6
3
8

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校

ゾ
ー
ン

利
用
頻
度

(回
/
年
)

旅
行

費
用

(円
)

年
便
益

(百
万
円
)

1
0
.1
0
5

1
9
2

2
0
.4
4
1

2
5
9

3
0
.0
1
8

4
7
1

4
0
.0
3
8

6
0
0

1
0
.3
1
4

1
9
2

2
0
.4
4
1

2
5
9

3
0
.2
2
3

4
7
1

4
0
.0
4
6

6
0
0

整
備

後

整
備

前
1
0
.8

2
4
.4
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1
.0

0
.9

0
.8

0
.7

0
.6

0
.5

0
.4

0
.3

0
.2

0
.1

0
.0

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

（
百

万
円

）

費
用
C
（
維
持
管

理
費

）

費
用
C
(維

持
管

理
費
(現

在
価

値
化

))

維
持
管

理
費

1
10

1
009
0

8
0

7
0

6
0

5
0

4
0

3
0

2
0

1
00

1
0

2
0

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

（
百

万
円
）

便
益
B

費
用
C
（
事
業

費
）

費
用
C
（
維
持

管
理
費

）
費

用
C
（
現
在

価
値
化

）
便

益
B
（
現
在

価
値
化

）

年
便

益

事
業

費

維
持
管

理
費

維 持 管 理 費 拡 大

事
業
完
了
後
の
評
価
期
間
（

5
0
年
）

事
業
期
間

（
5

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
の

算
出

方
法

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

で
割

り
増

し
に

よ
っ

て
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

評
価
基
準
年
(
H
2
5
)

項
目

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

便
益

（
B

1
）

3
4

2
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

1
百

万
円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
）

3
4

3
百

万
円

建
設

費
（

C
1

）
1

2
7

百
万

円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
5

百
万

円

総
費

用
（

C
=
C

1
+
C

2
）

1
3

2
百

万
円

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
2

.6
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◇
総

便
益

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

5
0

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

。

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
に

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

◇
総

費
用

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
（

※
）

維
持

管
理

費
は

、
実

績
を

基
に

設
定

し
た

。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）

（
6

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

・
【

水
辺

整
備

】
3

4
3

百
万

円

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

・
【

水
辺

整
備

】
1

3
2

百
万

円

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

・
【

水
辺

整
備

】
２

．
６

５
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

24



（
１

）
事

業
の

効
果

の
発

現
状

況

【
水

辺
整

備
】

《
中

海
本

庄
地

区
水

辺
の

楽
校

》
・

事
業

実
施

箇
所

で
は

、
整

備
以

後
、

近
接

す
る

小
学

校
の

環
境

学
習

の
場

と
し

て
定

期
的

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
・

散
策

等
の

日
常

利
用

の
ほ

か
、

自
然

体
験

、
水

辺
遊

び
な

ど
多

様
な

利
用

が
な

さ
れ

て
い

る
。

5
-
3

．
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

平
成
2
2
年
7
月
撮
影

平
成
2
4
年
1
0
月
撮
影

平
成
2
3
年
8
月
撮
影

出
典

：
松

江
市

資
料

、
松

江
市

立
本

庄
小

学
校

資
料

、
松

江
市

立
本

庄
幼

稚
園

資
料

表
中

海
本

庄
地

区
水

辺
の

楽
校

の
利

用
状

況
（

平
成

２
４

年
度

）
年

月
日

イ
ベ

ン
ト

名
等

内
容

参
加

人
数

（
人

）
主

管

平
成

2
4

年
7

月
総

合
学

習
自

然
観

察
等

5
4

本
庄

小
学

校
4

～
6

年
生

平
成

2
4

年
7

月
1

0
日

ク
リ

ー
ン

作
戦

清
掃

活
動

1
8

0
本

庄
小

学
校

、
本

庄
中

学
校

平
成

2
4

年
7

月
3

1
日

子
ど

も
広

場
夏

休
み

体
験

カ
ヌ

ー
・

シ
ー

カ
ヤ

ッ
ク

体
験

3
0

公
民

館
関

係
事

業

平
成

2
4

年
8

月
9

日
本

庄
児

童
ク

ラ
ブ

　
夏

休
み

　
水

辺
観

察
会

自
然

観
察

等
2

0
外

部
団

体
事

業

平
成

2
4

年
8

月
2

5
日

A
F
S

 留
学

生
と

の
交

流
事

業
シ

ー
カ

ヤ
ッ

ク
体

験
2

0
外

部
団

体
事

業

平
成

2
4

年
1

0
月

1
0

日
ゴ

ズ
釣

り
大

会
釣

り
8

0
本

庄
小

学
校

、
本

庄
中

学
校

平
成

2
4

年
1

0
月

1
3

日
親

子
ゴ

ズ
釣

り
大

会
釣

り
、

会
食

2
6

本
庄

幼
稚

園

平
成

2
4

年
1

0
月

1
8

日
さ

ざ
な

み
マ

ラ
ソ

ン
マ

ラ
ソ

ン
大

会
1

1
0

本
庄

小
学

校

平
成

2
4

年
1

1
月

2
6

日
水

質
調

査
水

質
調

査
1

3
本

庄
幼

稚
園

平
成

2
4

年
6

～
1

0
月

幼
稚

園
の

交
流

活
動

等
(計

1
0

回
)

自
然

観
察

等
4

8
7

本
庄

幼
稚

園

平
成

2
4

年
6

月
9

日
ヨ

ッ
ト

大
会

、
水

辺
コ

ン
サ

ー
ト

ヨ
ッ

ト
大

会
、

水
辺

コ
ン

サ
ー

ト
集

計
な

し
外

部
団

体
事

業

平
成

2
4

年
9

～
1

0
月

体
育

準
備

運
動

ラ
ン

ニ
ン

グ
集

計
な

し
本

庄
小

学
校

毎
月

1
回

水
質

調
査

水
質

調
査

集
計

な
し

本
庄

小
学

校

日
常

自
然

観
察

、
魚

と
り

、
雪

あ
そ

び
（

冬
期

）
自

然
観

察
、

魚
と

り
、

雪
あ

そ
び

（
冬

期
）

集
計

な
し

本
庄

幼
稚

園
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【
水

辺
整

備
】

《
中

海
本

庄
水

辺
の

楽
校

》
・

整
備

以
後

、
近

接
す

る
小

学
校

の
環

境
学

習
の

場
と

し
て

定
期

的
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

・
散

策
等

の
日

常
利

用
の

ほ
か

、
自

然
体

験
、

水
辺

遊
び

な
ど

多
様

な
利

用
が

な
さ

れ
て

い
る

。

①
事

業
の

効
果

の
発

現
状

況

5
-
3

．
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

（
２

）
事

後
評

価
に

準
ず

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
視

点

②
事

業
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化

③
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
「

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校
」

で
は

、
緩

傾
斜

堤
防

の
整

備
と

併
せ

て
、

約
１

８
０

ｍ
の

浅
場

を
整

備
し

た
こ

と
に

よ
り

、
水

辺
利

用
者

の
利

用
向

上
に

加
え

、
動

植
物

の
生

息
環

境
の

創
出

が
期

待
さ

れ
る

。

・
事

業
箇

所
周

辺
の

米
子

市
、

境
港

市
、

松
江

市
、

出
雲

市
、

安
来

市
、

雲
南

市
の

人
口

（
平

成
２

４
年

３
月

現
在

で
合

計
約

６
５

万
人

）
は

減
少

傾
向

で
あ

る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
】

本
事

業
は

十
分

な
事

業
効

果
を

発
揮

し
て

お
り

、
今

後
と

も
地

域
住

民
等

に
よ

る
多

様
な

水
辺

の
利

用
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

改
め

て
事

後
評

価
に

準
ず

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
実

施
す

る
必

要
は

な
い

。
ま

た
、

事
業

目
的

に
見

合
っ

た
事

業
効

果
の

発
現

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
今

後
の

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
。
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（
※

）
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

費
用

便
益

比
総

括
表

斐
伊

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

【
参

考
】

費
用

対
効

果
分

析

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価
（

水
環

境
）

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（

水
辺

整
備

）

全
体

事
業

残
事

業
事

業
全

体

費
用

1
7

,8
9

1
3

,9
5

5
1

3
2

（
C

）
建

設
費

1
7

,8
0

8
3

,9
3

4
1

2
7

維
持

管
理

費
8

4
2

2
5

便
益

額
2

2
,3

2
6

1
6

,6
8

3
3

4
3

（
B
）

便
益

2
2

,3
2

6
1

6
,6

8
3

3
4

2

残
存

価
値

0
0

1

費
用

便
益

比
（
B
/
C

）
1

.2
4

.2
2

.6
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前
回

評
価

時
と

の
比

較
表

【
参

考
】

前
回

評
価

時
と

の
比

較

事
項

前
回

評
価

今
回

評
価

備
考

（
Ｈ

２
２

）
（

Ｈ
２

５
再

評
価

）
（

Ｈ
２

５
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）

事
業

諸
元

【
水

環
境

】

・
中

海
浄

化
事

業
(浅

場
整

備
、

覆
砂

)

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

(浅
場

整
備

)

実
施

中
(H

1
6

～
)

【
水

環
境

】

・
中

海
浄

化
事

業
(浅

場
整

備
、

覆
砂

)

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

(浅
場

整
備

)

実
施

中
(H

1
6

～
)

－

－
－

【
水

辺
整

備
】

・
中

海
本

庄
地

区
水

辺
の

楽
校

(H
2

1
)

総
事

業
費

(百
万

円
)

1
5

,6
4

3
1

5
,6

4
3

1
0

8

総
費

用
（

Ｃ
）

1
6

,9
8

2
1

7
,7

9
1

1
3

2

総
便

益
（

Ｂ
）

1
8

,0
7

1
2

2
,3

2
6

3
4

3

費
用

対
効

果
（

Ｂ
/
Ｃ

）
1

.1
1

.2
2

.6

金
額

単
位

：
百

万
円
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【
参

考
】

感
度

分
析

（
再

評
価

）

・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0

%
変

動
さ

せ
て

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。 項
目

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

＋
１
０
％

－
１
０
％

＋
１
０
％

－
１
０
％

＋
１
０
％

－
１
０
％

全
体

事
業

費
用

便
益

比
（
B
/
C

）
1

.2
1

.2
1

.3
1

.3
1

.2
1

.4
1

.1

残
事

業
費

用
便

益
比

（
B
/
C

）
4

.2
3

.8
4

.7
4

.2
4

.2
4

.6
3

.8

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

２
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
１

２
ケ

ー
ス

＞
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（再評価）

斐伊川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

(水系全体：水環境)

30



（様式－１）
【概要】

水系・河川名 斐伊川水系

事業名 斐伊川総合水系環境整備事業

事業主体 出雲河川事務所

関係自治体

事業期間 2004年度～2024年度(平成16年度～平成36年度)

基準（評価）年度 2013年度（平成25年度）

【費用】

事業費 維持管理費 合計

単純合計（実質合計） 15,643百万円 194百万円 15,837百万円

基準年における現在価値
合計（Ｃ）

17,808百万円 84百万円 17,891百万円

【便益】

便益

供用年度 平成32年度

供用年度の単年度便益
（実質価格）

878百万円

残存価値 0百万円

基準年における現在価値
合計（Ｂ）

22,326百万円

【費用便益分析結果】

費用便益比（ＣＢＲ） 1.2

純現在価値（ＮＰＶ） 4,435百万円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 5.3%

鳥取県米子市、境港市、島根県松江市、出雲市、安来市
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斐伊川総合水系環境整備事業【全体事業】 （様式－２）
【費用便益算定シート】

基準（評価）年度 2013年（H25）

供用年度 2020年（H32）

社会的割引率 4%

単位：百万円

年度 便益：Ｂ 費用：Ｃ

便益① 残存価値② 計 建設費③ 維持管理費④ 計③+④

ｔ 元号 西暦 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 ①+② 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-9 H16 2004 1.038 1.423 0.0 0.0 0.0 0.0 1,220.0 1,266.4 1,802.0 0.0 0.0 0.0 1,220.0 1,266.4 1,802.0

-8 H17 2005 1.033 1.369 68.5 68.5 93.8 93.8 1,264.0 1,305.7 1,787.5 0.3 0.3 0.4 1,264.3 1,306.0 1,787.9

-7 H18 2006 1.022 1.316 139.6 139.6 183.7 183.7 1,353.6 1,383.4 1,820.5 0.5 0.5 0.7 1,354.1 1,383.9 1,821.2

-6 H19 2007 1.006 1.265 215.6 215.6 272.7 272.7 1,010.0 1,016.1 1,285.3 0.9 0.9 1.1 1,010.9 1,017.0 1,286.4

-5 H20 2008 0.976 1.217 272.4 272.4 331.5 331.5 1,337.9 1,305.8 1,589.1 1.1 1.1 1.3 1,339.0 1,306.9 1,590.4

-4 H21 2009 1.008 1.170 347.5 347.5 406.6 406.6 1,416.6 1,427.9 1,670.7 1.3 1.3 1.5 1,417.9 1,429.2 1,672.2

-3 H22 2010 1.013 1.125 427.1 427.1 480.5 480.5 1,223.0 1,238.9 1,393.8 1.4 1.4 1.6 1,224.4 1,240.3 1,395.4

-2 H23 2011 1.000 1.082 495.9 495.9 536.6 536.6 981.9 981.9 1,062.4 1.8 1.8 1.9 983.7 983.7 1,064.3

-1 H24 2012 1.000 1.040 551.0 551.0 573.0 573.0 774.7 774.7 805.7 2.0 2.0 2.1 776.7 776.7 807.8

H25 2013 1.000 1.000 594.6 594.6 594.6 594.6 657.0 657.0 657.0 2.0 2.0 2.0 659.0 659.0 659.0

1 H26 2014 1.000 0.962 631.5 631.5 607.5 607.5 930.7 930.7 895.3 2.3 2.3 2.2 933.0 933.0 897.5

2 H27 2015 1.000 0.925 683.8 683.8 632.5 632.5 936.6 936.6 866.4 2.6 2.6 2.4 939.2 939.2 868.8

3 H28 2016 1.000 0.889 736.4 736.4 654.7 654.7 904.8 904.8 804.4 2.8 2.8 2.5 907.6 907.6 806.9

4 H29 2017 1.000 0.855 787.2 787.2 673.1 673.1 915.8 915.8 783.0 3.1 3.1 2.7 918.9 918.9 785.7

5 H30 2018 1.000 0.822 838.7 838.7 689.4 689.4 674.2 674.2 554.2 3.3 3.3 2.7 677.5 677.5 556.9

6 H31 2019 1.000 0.790 876.6 876.6 692.5 692.5 22.0 22.0 17.4 3.3 3.3 2.6 25.3 25.3 20.0

7 H32 2020 1.000 0.760 877.8 877.8 667.1 667.1 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 2.5 3.3 3.3 2.5

8 H33 2021 1.000 0.731 877.8 877.8 641.7 641.7 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 2.4 3.3 3.3 2.4

9 H34 2022 1.000 0.703 877.8 877.8 617.1 617.1 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 2.3 3.3 3.3 2.3

10 H35 2023 1.000 0.676 877.8 877.8 593.4 593.4 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 2.2 3.3 3.3 2.2

11 H36 2024 1.000 0.650 877.8 877.8 570.6 570.6 20.0 20.0 13.0 3.3 3.3 2.1 23.3 23.3 15.1

12 H37 2025 1.000 0.625 877.8 877.8 548.6 548.6 3.3 3.3 2.1 3.3 3.3 2.1

13 H38 2026 1.000 0.601 877.8 877.8 527.6 527.6 3.3 3.3 2.0 3.3 3.3 2.0

14 H39 2027 1.000 0.577 877.8 877.8 506.5 506.5 3.3 3.3 1.9 3.3 3.3 1.9

15 H40 2028 1.000 0.555 877.8 877.8 487.2 487.2 3.3 3.3 1.8 3.3 3.3 1.8

16 H41 2029 1.000 0.534 877.8 877.8 468.7 468.7 3.3 3.3 1.8 3.3 3.3 1.8

17 H42 2030 1.000 0.513 877.8 877.8 450.3 450.3 3.3 3.3 1.7 3.3 3.3 1.7

18 H43 2031 1.000 0.494 877.8 877.8 433.6 433.6 3.3 3.3 1.6 3.3 3.3 1.6

19 H44 2032 1.000 0.475 877.8 877.8 417.0 417.0 3.3 3.3 1.6 3.3 3.3 1.6

20 H45 2033 1.000 0.456 877.8 877.8 400.3 400.3 3.3 3.3 1.5 3.3 3.3 1.5

21 H46 2034 1.000 0.439 877.8 877.8 385.4 385.4 3.3 3.3 1.4 3.3 3.3 1.4

22 H47 2035 1.000 0.422 877.8 877.8 370.4 370.4 3.3 3.3 1.4 3.3 3.3 1.4

23 H48 2036 1.000 0.406 877.8 877.8 356.4 356.4 3.3 3.3 1.3 3.3 3.3 1.3

24 H49 2037 1.000 0.390 877.8 877.8 342.3 342.3 3.3 3.3 1.3 3.3 3.3 1.3

25 H50 2038 1.000 0.375 877.8 877.8 329.2 329.2 3.3 3.3 1.2 3.3 3.3 1.2

26 H51 2039 1.000 0.361 877.8 877.8 316.9 316.9 3.3 3.3 1.2 3.3 3.3 1.2

27 H52 2040 1.000 0.347 877.8 877.8 304.6 304.6 3.3 3.3 1.1 3.3 3.3 1.1

28 H53 2041 1.000 0.333 877.8 877.8 292.3 292.3 3.3 3.3 1.1 3.3 3.3 1.1

29 H54 2042 1.000 0.321 877.8 877.8 281.8 281.8 3.3 3.3 1.1 3.3 3.3 1.1

30 H55 2043 1.000 0.308 877.8 877.8 270.4 270.4 3.3 3.3 1.0 3.3 3.3 1.0

31 H56 2044 1.000 0.296 877.8 877.8 259.8 259.8 3.3 3.3 1.0 3.3 3.3 1.0

32 H57 2045 1.000 0.285 877.8 877.8 250.2 250.2 3.3 3.3 0.9 3.3 3.3 0.9

33 H58 2046 1.000 0.274 877.8 877.8 240.5 240.5 3.3 3.3 0.9 3.3 3.3 0.9

34 H59 2047 1.000 0.264 877.8 877.8 231.7 231.7 3.3 3.3 0.9 3.3 3.3 0.9

35 H60 2048 1.000 0.253 877.8 877.8 222.1 222.1 3.3 3.3 0.8 3.3 3.3 0.8

36 H61 2049 1.000 0.244 877.8 877.8 214.2 214.2 3.3 3.3 0.8 3.3 3.3 0.8

37 H62 2050 1.000 0.234 877.8 877.8 205.4 205.4 3.3 3.3 0.8 3.3 3.3 0.8

38 H63 2051 1.000 0.225 877.8 877.8 197.5 197.5 3.3 3.3 0.7 3.3 3.3 0.7

39 H64 2052 1.000 0.217 877.8 877.8 190.5 190.5 3.3 3.3 0.7 3.3 3.3 0.7

40 H65 2053 1.000 0.208 877.8 877.8 182.6 182.6 3.3 3.3 0.7 3.3 3.3 0.7

41 H66 2054 1.000 0.200 877.8 877.8 175.6 175.6 3.3 3.3 0.7 3.3 3.3 0.7

42 H67 2055 1.000 0.193 877.8 877.8 169.4 169.4 3.3 3.3 0.6 3.3 3.3 0.6

43 H68 2056 1.000 0.185 877.8 877.8 162.4 162.4 3.3 3.3 0.6 3.3 3.3 0.6

44 H69 2057 1.000 0.178 877.8 877.8 156.2 156.2 3.3 3.3 0.6 3.3 3.3 0.6

45 H70 2058 1.000 0.171 877.8 877.8 150.1 150.1 3.3 3.3 0.6 3.3 3.3 0.6

46 H71 2059 1.000 0.165 877.8 877.8 144.8 144.8 3.3 3.3 0.5 3.3 3.3 0.5

47 H72 2060 1.000 0.158 877.8 877.8 138.7 138.7 3.3 3.3 0.5 3.3 3.3 0.5

48 H73 2061 1.000 0.152 877.8 877.8 133.4 133.4 3.3 3.3 0.5 3.3 3.3 0.5

49 H74 2062 1.000 0.146 877.8 877.8 128.2 128.2 3.3 3.3 0.5 3.3 3.3 0.5

50 H75 2063 1.000 0.141 877.8 877.8 123.8 123.8 3.3 3.3 0.5 3.3 3.3 0.5

51 H76 2064 1.000 0.135 877.8 877.8 118.5 118.5 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

52 H77 2065 1.000 0.130 877.8 877.8 114.1 114.1 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

53 H78 2066 1.000 0.125 877.8 877.8 109.7 109.7 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

54 H79 2067 1.000 0.120 877.8 877.8 105.3 105.3 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

55 H80 2068 1.000 0.116 877.8 877.8 101.8 101.8 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

56 H81 2069 1.000 0.111 877.8 877.8 97.4 97.4 3.3 3.3 0.4 3.3 3.3 0.4

合計 51,556.4 51,556.4 22,326.0 0.0 0.0 22,326.0 15,642.8 15,761.9 17,807.7 193.7 193.7 83.5 15,836.5 15,955.6 17,891.2

総便益 B 22,326
総費用 C 17,891
費用便益比 B/C 1.25
純現在価値 B-C 4,435
経済的内部収益率 5.3%

デフ
レータ

割引
率

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）
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斐伊川総合水系環境整備事業【残事業】 （様式－２）
【費用便益算定シート】

基準（評価）年度 2013年（H25）

供用年度 2020年（H32）

社会的割引率 4%

単位：百万円

年度 便益：Ｂ 費用：Ｃ

便益① 残存価値② 計 建設費③ 維持管理費④ 計③+④

ｔ 元号 西暦 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 ①+② 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-9 H16 2004 1.038 1.423 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-8 H17 2005 1.033 1.369 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-7 H18 2006 1.022 1.316 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-6 H19 2007 1.006 1.265 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-5 H20 2008 0.976 1.217 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-4 H21 2009 1.008 1.170 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-3 H22 2010 1.013 1.125 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-2 H23 2011 1.000 1.082 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-1 H24 2012 1.000 1.040 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

H25 2013 1.000 1.000

1 H26 2014 1.000 0.962 0.0 0.0 0.0 0.0 930.7 930.7 895.3 0.0 0.0 0.0 930.7 930.7 895.3

2 H27 2015 1.000 0.925 181.0 181.0 167.4 167.4 936.6 936.6 866.4 0.3 0.3 0.3 936.9 936.9 866.7

3 H28 2016 1.000 0.889 363.1 363.1 322.8 322.8 904.8 904.8 804.4 0.5 0.5 0.4 905.3 905.3 804.8

4 H29 2017 1.000 0.855 539.0 539.0 460.8 460.8 915.8 915.8 783.0 0.8 0.8 0.7 916.6 916.6 783.7

5 H30 2018 1.000 0.822 717.0 717.0 589.4 589.4 674.2 674.2 554.2 1.1 1.1 0.9 675.3 675.3 555.1

6 H31 2019 1.000 0.790 848.1 848.1 670.0 670.0 22.0 22.0 17.4 1.1 1.1 0.9 23.1 23.1 18.3

7 H32 2020 1.000 0.760 852.4 852.4 647.8 647.8 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 0.8 1.1 1.1 0.8

8 H33 2021 1.000 0.731 852.4 852.4 623.1 623.1 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 0.8 1.1 1.1 0.8

9 H34 2022 1.000 0.703 852.4 852.4 599.2 599.2 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 0.8 1.1 1.1 0.8

10 H35 2023 1.000 0.676 852.4 852.4 576.2 576.2 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 0.7 1.1 1.1 0.7

11 H36 2024 1.000 0.650 852.4 852.4 554.1 554.1 20.0 20.0 13.0 1.1 1.1 0.7 21.1 21.1 13.7

12 H37 2025 1.000 0.625 852.4 852.4 532.8 532.8 1.1 1.1 0.7 1.1 1.1 0.7

13 H38 2026 1.000 0.601 852.4 852.4 512.3 512.3 1.1 1.1 0.7 1.1 1.1 0.7

14 H39 2027 1.000 0.577 852.4 852.4 491.8 491.8 1.1 1.1 0.6 1.1 1.1 0.6

15 H40 2028 1.000 0.555 852.4 852.4 473.1 473.1 1.1 1.1 0.6 1.1 1.1 0.6

16 H41 2029 1.000 0.534 852.4 852.4 455.2 455.2 1.1 1.1 0.6 1.1 1.1 0.6

17 H42 2030 1.000 0.513 852.4 852.4 437.3 437.3 1.1 1.1 0.6 1.1 1.1 0.6

18 H43 2031 1.000 0.494 852.4 852.4 421.1 421.1 1.1 1.1 0.5 1.1 1.1 0.5

19 H44 2032 1.000 0.475 852.4 852.4 404.9 404.9 1.1 1.1 0.5 1.1 1.1 0.5

20 H45 2033 1.000 0.456 852.4 852.4 388.7 388.7 1.1 1.1 0.5 1.1 1.1 0.5

21 H46 2034 1.000 0.439 852.4 852.4 374.2 374.2 1.1 1.1 0.5 1.1 1.1 0.5

22 H47 2035 1.000 0.422 852.4 852.4 359.7 359.7 1.1 1.1 0.5 1.1 1.1 0.5

23 H48 2036 1.000 0.406 852.4 852.4 346.1 346.1 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

24 H49 2037 1.000 0.390 852.4 852.4 332.4 332.4 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

25 H50 2038 1.000 0.375 852.4 852.4 319.7 319.7 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

26 H51 2039 1.000 0.361 852.4 852.4 307.7 307.7 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

27 H52 2040 1.000 0.347 852.4 852.4 295.8 295.8 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

28 H53 2041 1.000 0.333 852.4 852.4 283.8 283.8 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

29 H54 2042 1.000 0.321 852.4 852.4 273.6 273.6 1.1 1.1 0.4 1.1 1.1 0.4

30 H55 2043 1.000 0.308 852.4 852.4 262.5 262.5 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

31 H56 2044 1.000 0.296 852.4 852.4 252.3 252.3 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

32 H57 2045 1.000 0.285 852.4 852.4 242.9 242.9 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

33 H58 2046 1.000 0.274 852.4 852.4 233.6 233.6 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

34 H59 2047 1.000 0.264 852.4 852.4 225.0 225.0 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

35 H60 2048 1.000 0.253 852.4 852.4 215.7 215.7 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

36 H61 2049 1.000 0.244 852.4 852.4 208.0 208.0 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

37 H62 2050 1.000 0.234 852.4 852.4 199.5 199.5 1.1 1.1 0.3 1.1 1.1 0.3

38 H63 2051 1.000 0.225 852.4 852.4 191.8 191.8 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

39 H64 2052 1.000 0.217 852.4 852.4 185.0 185.0 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

40 H65 2053 1.000 0.208 852.4 852.4 177.3 177.3 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

41 H66 2054 1.000 0.200 852.4 852.4 170.5 170.5 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

42 H67 2055 1.000 0.193 852.4 852.4 164.5 164.5 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

43 H68 2056 1.000 0.185 852.4 852.4 157.7 157.7 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

44 H69 2057 1.000 0.178 852.4 852.4 151.7 151.7 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

45 H70 2058 1.000 0.171 852.4 852.4 145.8 145.8 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

46 H71 2059 1.000 0.165 852.4 852.4 140.6 140.6 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

47 H72 2060 1.000 0.158 852.4 852.4 134.7 134.7 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

48 H73 2061 1.000 0.152 852.4 852.4 129.6 129.6 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

49 H74 2062 1.000 0.146 852.4 852.4 124.5 124.5 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

50 H75 2063 1.000 0.141 852.4 852.4 120.2 120.2 1.1 1.1 0.2 1.1 1.1 0.2

51 H76 2064 1.000 0.135 852.4 852.4 115.1 115.1 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

52 H77 2065 1.000 0.130 852.4 852.4 110.8 110.8 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

53 H78 2066 1.000 0.125 852.4 852.4 106.6 106.6 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

54 H79 2067 1.000 0.120 852.4 852.4 102.3 102.3 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

55 H80 2068 1.000 0.116 852.4 852.4 98.9 98.9 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

56 H81 2069 1.000 0.111 852.4 852.4 94.6 94.6 1.1 1.1 0.1 1.1 1.1 0.1

合計 45,268.2 45,268.2 16,682.7 0.0 0.0 16,682.7 4,404.1 4,404.1 3,933.7 58.8 58.8 21.7 4,462.9 4,462.9 3,955.4

総便益 B 16,683
総費用 C 3,955
費用便益比 B/C 4.22
純現在価値 B-C 12,727
経済的内部収益率 19.4%

デフ
レータ

割引
率

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）
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（様式－３）
【算出説明書】
事業概要
事業目的

《中海・宍道湖浄化事業》
　湖岸のコンクリート化や浅場がなくなることで波が大きくなり、湖底の泥が巻き上
がって透明度が低下しているほか、生物の生息する自然湖岸や浅場がなくなるこ
とで生物が生息しにくい環境となり、自然の浄化機能が低下している。また、中海・
宍道湖の近年の水質は経年的にほぼ横ばいで、汚濁指標であるＣＯＤなどは環境
基準を達成していない。
　そこで、沿岸域における自然浄化機能の回復を行うために浅場整備を行う。ま
た、湖底の汚濁底泥からの栄養塩溶出を削減し、生物の生息環境を改善するため
に覆砂を行う。

事業内容
（事業箇所図）

①中海浄化事業［実施中］
浅場整備、覆砂

②宍道湖浄化事業［実施中］
浅場整備
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（様式－４）
【算出説明書】
費用便益比の算定根拠

評価手法 水環境（中海・宍道湖浄化）：CVM（平成25年2月にアンケート実施）

便益計測期間 H32～H81（事業完了から50年）

総便益
○年便益額＝878百万円
○残存価値＝0百万円
総便益B＝Σ単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝22,326百万円

建設費 17,808百万円

維持管理費 84百万円

総費用 17,891百万円

費用便益比（B/C） 1.2

その他留意点等

評価範囲 〈中海・宍道湖浄化〉
○便益範囲：過去のアンケート結果より、事業の認知度が高く事業の必要性を強く
感じている２０ｋｍ圏をアンケート調査範囲に設定する。
○世帯数：212,034世帯
○配布・回収方法：郵送
○アンケート票数
配布数　2,000票
回収数　732票（回収率36.6％）
有効回答数　事業全体：543票（有効回答率74.2％）
　　　　　　　　　残事業　：564票（有効回答率77.0％）

費
用

便
益

【水環境】中海・宍道湖浄化事業 CVM調査範囲

20km

流域界

斐伊川

○対象市町村（再評価：水環境整備事業）再評価：水環境整備事業）
松江市(旧松江市、旧鹿島町、旧島根町、旧美保関町、旧
八束町、旧東出雲町、旧八雲村、旧玉湯町、旧宍道町)、
出雲市(旧出雲市、旧大社町、旧平田市、旧斐川町)、安来
市(旧安来市、旧伯太町、旧広瀬町)、雲南市(旧加茂町、
旧大東町、旧木次町、旧三刀屋町)、米子市(旧米子市)、
境港市
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（様式－５）

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H25

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 9851

本工事費 式 1 9851

浅場整備・覆砂 km 22 9851

間接費等（水環境） 式 1 5792

事業費（水環境） 式 1 15643

維持管理費（水環境） 式 1 194

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。

※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。

事業費の内訳書

斐伊川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

再評価

※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。
※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。
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（様式－５）

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H25

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 3319

本工事費 式 1 3319

浅場整備・覆砂 km 10 3319

間接費等（水環境） 式 1 1085

事業費（水環境） 式 1 4404

維持管理費（水環境） 式 1 59

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。

※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。

事業費の内訳書

斐伊川総合水系環境整備事業 （残事業費）

再評価

※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。
※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。
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平成 25 年 2 月 

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

謹啓  

 時下、皆様方におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。 

 このたび、出雲河川事務所では、「中海・宍道湖浄化事業」について、その効果を評価する

ためのアンケート調査を実施することとなりました。「中海・宍道湖浄化事業」は、中海・宍

道湖における水環境改善を目的とするものです。 

 なお、このアンケートは、中海・宍道湖周辺にお住まいの方を対象とさせていただいており

ます。またアンケートには、世帯の中で主な収入を得ておられる方、またはそれに準じる方（主

にその配偶者）がお答えください。 

 ご多用のところ誠に恐れ入りますが、本アンケート調査の目的をご理解いただき、ご協力下

さいますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中海・宍道湖浄化事業」に関するアンケートに 
ご協力をお願いします。

このアンケート調査は、国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所が実施しています。

アンケート内容についてご不明な点等がございましたら、下記にお問い合わせください。 

 

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

水環境課 電話：0853-20-1763 

・ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、３月１１日（月）までにお

近くの郵便ポストにご投函下さいますようにお願いいたします。 

・アンケートの中で事業の効果を把握するために負担金を求める記述がありますが、あく

までも仮定の話であり、実際に負担金が求められることは決してありません。 

■ご記入にあたって 

■アンケートについての問い合わせ 
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※まず、別紙の【事業説明資料】をご覧いただき、下記の質問にご回答下さい。 

 

 

 

 

１．よく知っている 

２．ある程度は知っている 

３．名前は知っている 

４．まったく知らない 

  

 

 

 

 

※問２で「４．1 年に 1 回未満（または行ったことがない）」を選択した方は、問４へ進んで下さい。 

 

 

１．散歩、ジョギング、犬の散歩等  ２．釣り、魚・貝採り   ３．バードウォッチング 

４．水遊び等    ５．スポーツ    ６．休憩、景観鑑賞 

７．ドライブ    ８．イベント    ９．環境・体験学習 

１０．通勤、通学、買い物などの通り道 １１．その他（              ） 

 

 

 

 

 

問３ 問２で 4.（1 年に 1 回未満（または行ったことがない））以外を回答した方が

お答えください。中海・宍道湖を訪れた目的は何ですか。あてはまるものを

すべて選び、番号を○で囲んで下さい。 

問４ あなたのお宅から中海・宍道湖に行くとした場合、どんな交通手段を利用します

か。□枠のあてはまるものを一つ選び、番号を○で囲んで下さい。下線部分  に

は概
おおむ

ねの時間を記入して下さい。 

 
「中海・宍道湖浄化事業」に関するアンケート調査 

問２ あなたやあなたのご家族は、中海・宍道湖を訪れたことがありますか。□枠の

あてはまるものを一つ選び、番号を○で囲んで下さい。下線部分  には概
おおむ

ね

の回数を記入して下さい。 

問１ あなたやあなたのご家族は、中海・宍道湖をご存知ですか。あてはまるものを

一つ選んでください。 

１．週     ２．月     3．年 

4．1 年に 1 回未満（または行ったことがない） に    回くらい

中海・宍道湖との関わりついて 

１．車・バイク ２．バス 3．自転車 ４．徒歩 ５．その他（      ） 

で    分くらい
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１．知っていた 

２．知らなかった 

 

 

 

 

 

１．必要だと思う 

２．必要ではないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、浅場整備・覆砂事業については総延長２１．９ｋｍのうち１２．１ｋｍの整備が

完了しており、未整備箇所の整備を順次進めているところです。これから次の２つのケー

スについて質問に答えていただきます。同じような質問が続きますが、それぞれについて

お答え下さい。 

 

 

・ 事業説明資料で示した青丸  箇所が整備済みの状態から、残りの全ての整備

が完了した場合 
 

 

 

・ 事業説明資料で示した全てが未整備の状態から、全箇所の整備が完了した場合 

 

問５ あなたは、中海・宍道湖において、別紙の【事業説明資料】に示すように、浅

場整備や覆砂を行っていることをご存じでしたか。 

問６ 整備を行なわない場合と整備を行う場合の状況を見比べて、「中海・宍道湖浄化

事業」が必要だと思いますか。あてはまるものを一つ選んでください。 

中海・宍道湖の整備対象箇所について 

実際には、このような事業は税金によって実施していますが、ここでは事業の効果を金額

に置きかえて評価するために、仮に事業の実施が税金で行われるのではなく、事業の実施に

必要な金額を各世帯から「負担金」という形で分担して支払うような仕組みがあったとした

ら、という場合を想像してお答えください。 

ここからは、仮の質問です。説明文をよくお読みになったうえでお答え下さい。

ケースⅠ：未整備(整備延長 ９．８ｋｍ)の箇所を整備する場合 

ケースⅡ：すべて(整備延長 ２１．９ｋｍ)の箇所を整備する場合 
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※下記の金額は、1 世帯あたりの支払い金額です。 

（回答例のように、少ない金額から順に、一つずつ選択してください。） 

 

 

 

 

 

 
 

 

問７ 次の（1）から（8）に、状況 B（全て整備された状況）の負担金の額を具体的に

示しますので、あなたはそれぞれについて、状況 A（一部の整備が完了している

状況）と状況 B（全て整備された状況）のどちらが望ましいと思うかを考え、望

ましいと思う方の番号を○で囲んでください。 

   なお、負担金はこの地域にお住まいの間、支払い続けていただくことになること

を、十分念頭においてお答えください。また、負担金はこの事業の実施と維持管

理のためにのみ使われ、他の目的には一切使われないこととします。 

（回答記入欄） 

負担金の金額 回 答 欄 

１．月に 50 円(年間 600 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

２．月に 100 円(年間 1,200 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

３．月に 200 円(年間 2,400 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

４．月に 300 円(年間 3,600 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

５．月に 500 円(年間 6,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

６．月に７00 円(年間８,４00 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

７．月に 1,000 円(年間 12,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

８．月に２,000 円(年間２４,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

（回答例） 

回 答 欄 

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

【状況 A】 

整備前 

 

 湖岸が人工化(コンクリート化)している

ため生物が住みにくく、水質の自然浄化機

能が低下している状況です。 

 大きな波がたちやすく、湖底の砂や泥が巻

上がるため、透明度が低くなっています。

 青丸  箇所（整備延長 １２．１ｋｍ）

の整備が完了しています。 

 

 

 あなたの世帯の負担金はありません。 

【状況 B】 

整備後 

 

 残りの箇所（整備延長 ９．８ｋｍ）の

整備を行います。 

 浅場の造成や覆砂を行うことで、ヨシや

コアマモ、ヤマトシジミなどの生物が生

育しやすくなり、水質の自然浄化機能が

向上します。 

 子どもの遊び場やヨシの植栽体験といっ

た環境学習の場として利用できます 

 

 あなたの世帯から負担金が必要です。 

アンケートによる金額（問 7、問 8、問 9）は、事業の効果を評価するための 

仮定であり、実際にこのような仕組みが考えられているものではありません。 
補足事項 

ケースⅠ：未整備の箇所を整備する場合 
（整備延長 ９．８ｋｍ）
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１）生物の生息環境が改善するのは良いことだと思うから 

２）水がきれいになると思うから 

３）洪水の心配がなくなるから 

４）自分や家族にとっては価値はないが、他の世帯も支払うのであれば仕方がないから 

５）その他（                            ） 

 

 

１）事業が行なわれる方がよいとは思うが、毎月 50 円（年間あたり 600 円）

も支払う価値はないと思うから 

２）たとえ支払いがなくても、この事業を行なわない方がよいと思うから 

３）国や自治体が税金を使って実施すべきだと思うから 

４）世帯から負担金を集めるという仕組みに反対だから 

５）これだけの情報では判断できない 

６）その他（                            ）

問９ 問７で一つでも賛成、すなわち、負担金が発生してもよい、とお答えになった

方にお伺いします。 

   その理由は何ですか。あてはまる番号を 1 つ○で囲んで下さい。 

   その他の場合、（  ）の中に具体的にお書き下さい。 

問８ 問７で全てに反対、すなわち、「毎月 50 円」でも支払わない、とお答えになっ

た方にお伺いします。 

   その理由は何ですか。あてはまる番号を 1 つ○で囲んで下さい。 

   その他の場合、（  ）の中に具体的にお書き下さい。 
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※下記の金額は、1 世帯あたりの支払い金額です。 

（回答例のように、少ない金額から順に、一つずつ選択してください。） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ケースⅡ：すべての箇所を整備する場合 

(浅場整備延長 ２１．９ｋｍ)

【状況 A】 

整備前 

 

 湖岸が人工化(コンクリート化)している

ため生物が住みにくい状況です。 

 大きな波がたちやすく、湖底の砂や泥が巻

上がるため、透明度が低くなっています。

 全ての箇所が未整備です。 

 

 

 

 

 

 あなたの世帯の負担金はありません。 

【状況 B】 

整備後 

 

 全ての箇所（整備延長 ２１．９ｋｍ）

の整備を行います。 

 浅場の造成や覆砂により、ヨシやコアマ

モ、ヤマトシジミなどの生物が生育し、

波が小さくなるため透明度も向上しま

す。 

 子どもの遊び場やヨシの植栽体験といっ

た環境学習の場として利用できます 

 

 

 あなたの世帯から負担金が必要です。 

アンケートによる金額（問１０、問１１、問１２）は、事業の効果を評価するため

の仮定であり、実際にこのような仕組みが考えられているものではありません。 
補足事項 

問１０ 次の（1）から（8）に、状況 B（全て整備された状況）の負担金の額を具体的

に示しますので、あなたはそれぞれについて、状況 A（全て未整備の状況）と状

況 B（全て整備された状況）のどちらが望ましいと思うかを考え、望ましいと思

う方の番号を○で囲んでください。 

   なお、負担金はこの地域にお住まいの間、支払い続けていただくことになること

を、十分念頭においてお答えください。また、負担金はこの事業の実施と維持管

理のためにのみ使われ、他の目的には一切使われないこととします。 

（回答記入欄） 

負担金の金額 回 答 欄 

１．月に 50 円(年間 600 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

２．月に 100 円(年間 1,200 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

３．月に 200 円(年間 2,400 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

４．月に 300 円(年間 3,600 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

５．月に 500 円(年間 6,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

６．月に７00 円(年間８,４00 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

７．月に 1,000 円(年間 12,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

８．月に２,000 円(年間２４,000 円)ならば、 １．賛成する ２．反対する

（回答例） 

回 答 欄 

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する

１．賛成する ２．反対する
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１）生物の生息環境が改善するのは良いことだと思うから 

２）水がきれいになると思うから 

３）洪水の心配がなくなるから 

４）自分や家族にとっては価値はないが、他の世帯も支払うのであれば仕方がないから 

５）その他（                            ） 

 

 

１）事業が行なわれる方がよいとは思うが、毎月 50 円（年間あたり 600 円）

も支払う価値はないと思うから 

２）たとえ支払いがなくても、この事業を行なわない方がよいと思うから 

３）国や自治体が税金を使って実施すべきだと思うから 

４）世帯から負担金を集めるという仕組みに反対だから 

５）これだけの情報では判断できない 

６）その他（                            ）

これで仮の質問は終わりです。 

問１２ 問１０で一つでも賛成、すなわち、負担金が発生してもよい、とお答えにな

った方にお伺いします。 

   その理由は何ですか。あてはまる番号を 1 つ○で囲んで下さい。 

   その他の場合、（  ）の中に具体的にお書き下さい。 

問１１ 問１０で全てに反対、すなわち、「毎月 50 円」でも支払わない、とお答えに

なった方にお伺いします。 

   その理由は何ですか。あてはまる番号を 1 つ○で囲んで下さい。 

   その他の場合、（  ）の中に具体的にお書き下さい。 
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１．男性       ２．女性 

 

 

   １．１０代   ２．２０代   ３．３０代   ４．４０代 

５．５０代    ６．６０代   ７．７０代以上 

 

 

    １．農業   ２．林業   ３．会社員   ４．公務員   ５．自営業 

  ６．パート・アルバイト   ７．学生    ８．無職    ９．その他（  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。同封の返信用封筒に入れ、３月１１日（月）までに

投函してください。 

**ご協力ありがとうございました** 

   －     

問１７   最後に「中海・宍道湖浄化事業」や、本アンケート調査に対するご意見があ

りましたらご記入ください。 

問１６ あなたのお住まいの郵便番号を記入してください。 

問１５ あなたの世帯で主な収入を得ておられる方のご職業をお答え下さい。 

問１４ あなたの年齢をお答えください。 

問１３ あなたの性別をお答えください。 

 

あなた自身のことについて 

自由意見 
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CVM本調査結果【事業全体】

1.アンケート集計数

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答数 無効回答数

2,000 732 36.6% 543 74.2% 86 103

2.WTP算定結果

3.便益・費用算定結果

878 22,326 17,891
・残存価値はゼロとした。

・年便益＝WTP×12ヶ月×受益世帯数

C(百万円)
年便益
(百万円)

中海・宍道湖浄化事業

B(百万円)

78

118

103

85 85
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率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
345円/月/世帯
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CVM本調査結果【残事業】

1.アンケート集計数

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答数 無効回答数

2,000 732 36.6% 564 77.0% 90 78

2.WTP算定結果

3.便益・費用算定結果

852 16,683 3,955
・残存価値はゼロとした。

・年便益＝WTP×12ヶ月×受益世帯数

C(百万円)
年便益
(百万円)

中海・宍道湖浄化事業

B(百万円)
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実測値 推定曲線

WTP平均値
335円/月/世帯
※最大提示額で裾切り
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（フォローアップ）

斐伊川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

(水系全体：水辺整備)
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（様式－１）
【概要】

水系・河川名 斐伊川水系

事業名 斐伊川総合水系環境整備事業

事業主体 出雲河川事務所

関係自治体

事業期間 2009年度(平成21年度)

基準（評価）年度 2013年度（平成25年度）

【費用】

事業費 維持管理費 合計

単純合計（実質合計） 108百万円 10百万円 118百万円

基準年における現在価値
合計（Ｃ）

127百万円 5百万円 132百万円

【便益】

便益

供用年度 平成22年度

供用年度の単年度便益
（実質価格）

14百万円

残存価値 1百万円

基準年における現在価値
合計（Ｂ）

343百万円

【費用便益分析結果】

費用便益比（ＣＢＲ） 2.6

純現在価値（ＮＰＶ） 211百万円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 12.4%

島根県松江市
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中海本庄地区水辺の楽校 （様式－２）
【費用便益算定シート】

基準（評価）年度 2013年（H25）

供用年度 2010年（H22）

社会的割引率 4%

単位：百万円

年度 便益：Ｂ 費用：Ｃ

便益① 残存価値② 計 建設費③ 維持管理費④ 計③+④

ｔ 元号 西暦 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 ①+② 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

整
備
期
間

-4 H21 2009 1.008 1.170 0.0 0.0 0.0 0.0 107.5 108.4 126.8 0.0 0.0 0.0 107.5 108.4 126.8

-3 H22 2010 1.013 1.125 13.6 13.6 15.3 15.3 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

-2 H23 2011 1.000 1.082 13.6 13.6 14.7 14.7 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

-1 H24 2012 1.000 1.040 13.6 13.6 14.1 14.1 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

H25 2013 1.000 1.000 13.6 13.6 13.6 13.6 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

1 H26 2014 1.000 0.962 13.6 13.6 13.1 13.1 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

2 H27 2015 1.000 0.925 13.6 13.6 12.6 12.6 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

3 H28 2016 1.000 0.889 13.6 13.6 12.1 12.1 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

4 H29 2017 1.000 0.855 13.6 13.6 11.6 11.6 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

5 H30 2018 1.000 0.822 13.6 13.6 11.2 11.2 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

6 H31 2019 1.000 0.790 13.6 13.6 10.7 10.7 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

7 H32 2020 1.000 0.760 13.6 13.6 10.3 10.3 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

8 H33 2021 1.000 0.731 13.6 13.6 9.9 9.9 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

9 H34 2022 1.000 0.703 13.6 13.6 9.6 9.6 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

10 H35 2023 1.000 0.676 13.6 13.6 9.2 9.2 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

11 H36 2024 1.000 0.650 13.6 13.6 8.8 8.8 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

12 H37 2025 1.000 0.625 13.6 13.6 8.5 8.5 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

13 H38 2026 1.000 0.601 13.6 13.6 8.2 8.2 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

14 H39 2027 1.000 0.577 13.6 13.6 7.8 7.8 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

15 H40 2028 1.000 0.555 13.6 13.6 7.5 7.5 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

16 H41 2029 1.000 0.534 13.6 13.6 7.3 7.3 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

17 H42 2030 1.000 0.513 13.6 13.6 7.0 7.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

18 H43 2031 1.000 0.494 13.6 13.6 6.7 6.7 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

19 H44 2032 1.000 0.475 13.6 13.6 6.5 6.5 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

20 H45 2033 1.000 0.456 13.6 13.6 6.2 6.2 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

21 H46 2034 1.000 0.439 13.6 13.6 6.0 6.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

22 H47 2035 1.000 0.422 13.6 13.6 5.7 5.7 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

23 H48 2036 1.000 0.406 13.6 13.6 5.5 5.5 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

24 H49 2037 1.000 0.390 13.6 13.6 5.3 5.3 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

25 H50 2038 1.000 0.375 13.6 13.6 5.1 5.1 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

26 H51 2039 1.000 0.361 13.6 13.6 4.9 4.9 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

27 H52 2040 1.000 0.347 13.6 13.6 4.7 4.7 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

28 H53 2041 1.000 0.333 13.6 13.6 4.5 4.5 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

29 H54 2042 1.000 0.321 13.6 13.6 4.4 4.4 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

30 H55 2043 1.000 0.308 13.6 13.6 4.2 4.2 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

31 H56 2044 1.000 0.296 13.6 13.6 4.0 4.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

32 H57 2045 1.000 0.285 13.6 13.6 3.9 3.9 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

33 H58 2046 1.000 0.274 13.6 13.6 3.7 3.7 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

34 H59 2047 1.000 0.264 13.6 13.6 3.6 3.6 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

35 H60 2048 1.000 0.253 13.6 13.6 3.4 3.4 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

36 H61 2049 1.000 0.244 13.6 13.6 3.3 3.3 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

37 H62 2050 1.000 0.234 13.6 13.6 3.2 3.2 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

38 H63 2051 1.000 0.225 13.6 13.6 3.1 3.1 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

39 H64 2052 1.000 0.217 13.6 13.6 3.0 3.0 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

40 H65 2053 1.000 0.208 13.6 13.6 2.8 2.8 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

41 H66 2054 1.000 0.200 13.6 13.6 2.7 2.7 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

42 H67 2055 1.000 0.193 13.6 13.6 2.6 2.6 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

43 H68 2056 1.000 0.185 13.6 13.6 2.5 2.5 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

44 H69 2057 1.000 0.178 13.6 13.6 2.4 2.4 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

45 H70 2058 1.000 0.171 13.6 13.6 2.3 2.3 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

46 H71 2059 1.000 0.165 13.6 13.6 2.2 1.2 3.4 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

合計 680.0 680.0 341.5 0.0 1.2 342.7 107.5 108.4 126.8 10.0 10.0 5.0 117.5 118.4 131.8

総便益 B 343
総費用 C 132
費用便益比 B/C 2.60
純現在価値 B-C 211
経済的内部収益率 12.4%

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

デフ
レータ

割引
率

51



（様式－３）
【算出説明書】
事業概要
事業目的

《中海本庄地区水辺の楽校》
　中海本庄地区は小・中学校と隣接し、小学校では水質調査や生物調査などの環
境学習が盛んに行われているほか、清掃活動等が行われている。しかし、自然の
砂浜は狭く、湖岸堤も直立のコンクリート護岸のため、水辺が安全に利用できない
状況であった。
　そこで、河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利
用できるように、階段、護岸、河川管理用通路等の整備を行う。

事業内容
（事業箇所図）

○中海本庄地区水辺の楽校［平成21年度］
階段、護岸、河川管理用通路
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（様式－４）
【算出説明書】
費用便益比の算定根拠

評価手法 水辺整備（中海本庄地区水辺の楽校）：TCM（平成25年2月にアンケート実施）

便益計測期間 H22～H71（事業完了から50年）

総便益
○年便益額＝14百万円
○残存価値＝1百万円
総便益B＝Σ単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝343百万円

建設費 127百万円

維持管理費 5百万円

総費用 132百万円

費用便益比（B/C） 2.6

その他留意点等

評価範囲 〈中海本庄地区水辺の楽校〉
○便益範囲：過去のアンケート結果より利用が確認された、事業箇所の松江市及
び松江市と隣接する自治体をアンケート調査範囲に設定する。
○人口：478,124人
○配布・回収方法：郵送
○アンケート票数
配布数　1,600票
回収数　638票
　　　　　（回収率40.0％）
有効回答数　381票
　　（有効回答率59.7％）

費
用

便
益

【水辺整備】中海本庄地区水辺の楽校 TCM調査範囲

30km

流域界

斐伊川

○対象市町村（フォローアップ：水辺整備事業）
松江市(旧松江市、旧鹿島町、旧島根町、旧美保関町、旧八束
町、旧東出雲町、旧八雲村、旧玉湯町、旧宍道町)、出雲市(旧
平田市、旧斐川町)、安来市(旧安来市、旧伯太町、旧広瀬町)、
雲南市(旧加茂町、旧大東町)、米子市(旧米子市)、境港市

調査範囲
ゾーン１
ゾーン２
ゾーン３
ゾーン４
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（様式－５）

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H25

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 85

本工事費 式 1 85

護岸 m 412 67

河川管理用通路 m 412 15

階段 箇所 4 4

間接費等（水辺整備） 式 1 23

事業費（水辺整備） 式 1 108

維持管理費（水辺整備） 式 1 10

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。

※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。

事業費の内訳書

斐伊川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

完了後の事後評価

※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。
※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。
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平成 25 年 2 月 

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

謹啓 

 時下、皆様方におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。 

 このたび、出雲河川事務所では、「中海本庄地区 水辺の楽校」事業について、その効果を評価

するためのアンケート調査を実施することとなりました。この事業は中海(中海本庄地区 水辺の

楽校)の、水辺利用の安全性向上を目的とした事業です。 

 なお、このアンケートは、中海・宍道湖周辺にお住まいの方を対象とさせていただいておりま

す。 

 ご多用のところ誠に恐れ入りますが、本アンケート調査の目的をご理解いただき、ご協力下さ

いますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、３月１１日（月）までにお近

くの郵便ポストにご投函下さいますようにお願いいたします。 

 このアンケート調査は、国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所が実施しています。

アンケート内容についてご不明な点等がございましたら、下記にお問い合わせください。

 

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

水環境課 電話：0853-20-1763 

「中海本庄地区 水辺の楽校」に関する 

アンケートにご協力をお願いします。

■ご記入にあたって 

■アンケートについての問い合わせ 
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 1

 

 

 

 

※まず、別紙の【事業説明資料】をご覧いただき、下記の質問にご回答下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

１．よく知っている 

２．ある程度は知っている 

３．名前は知っている 

４．まったく知らない 

 

 

 

１．よく知っている 

２．ある程度は知っている 

３．まったく知らない 

 

 

 

１．よく知っている 

２．ある程度は知っている 

３．まったく知らない 

問３ あなたは、「中海本庄地区 水辺の楽校箇所」が、【事業説明資料】に示すように、

整備前は“安全に水辺に近づきにくい”状況であることをご存じでしたか。 

問２ あなたは、「中海本庄地区 水辺の楽校箇所」が、【事業説明資料】に示すように、

整備されていることをご存じでしたか。 

問１ あなたは、中海をご存じでしたか。 

中海との関わりについて 

「中海本庄地区 水辺の楽校」 

に関するアンケート調査

56



 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問４で「４．1 年に 1 回未満（または行ったことがない）」を選択した方は、問６へ進んで下さい。 

 

 

１．散歩、ジョギング、犬の散歩等   ２．釣り、魚・貝採り   ３．バードウォッチング 

４．水遊び等     ５．スポーツ    ６．休憩、景観鑑賞 

７．ドライブ     ８．イベント    ９．環境・体験学習 

１０．通勤、通学、買い物などの通り道 １１．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたは「中海本庄地区 水辺の楽校」が完成する前(Ｈ２１年度以前）に、この

場所に何回ぐらい訪れていましたか。 

□枠のあてはまるものを一つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

下線部分   には 概
おおむ

ねの回数を、（ ）には同行人数を記入して下さい。 

問４ あなたは、現在、「中海本庄地区 水辺の楽校」をどのくらい訪れていますか。 

□枠のあてはまるものを一つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

下線部分   には 概
おおむ

ねの回数を、（ ）には同行人数を記入して下さい。 

問７ あなたのお宅から「中海本庄地区 水辺の楽校」に行くとした場合、どんな交通手段

を利用しますか。□枠のあてはまるものを一つ選び、番号を○で囲んで下さい。下

線部分  には概
おおむ

ねの時間を記入して下さい。 

問５ どのような目的で「中海本庄地区 水辺の楽校」に行きましたか。 

あてはまるものを全て選び、番号を○で囲んでください。（複数回答可）。 

１．車・バイク ２．バス 3．自転車 ４．徒歩 ５．その他（      ） 

で    分くらい 

１．週     ２．月     3．年 

4．1 年に 1 回未満（または行ったことがない） に    回くらい 

ご自分以外の同行人数 平均（  ）人

１．週     ２．月     3．年 

4．1 年に 1 回未満（または行ったことがない） に    回くらい 

ご自分以外の同行人数 平均（  ）人

「中海本庄地区 水辺の楽校」の利用について 
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１．男性       ２．女性 

 

 

  １．１０代   ２．２０代   ３．３０代   ４．４０代 

５．５０代    ６．６０代   ７．７０代以上 

 

 

  １．農業   ２．林業   ３．会社員   ４．公務員   ５．自営業 

  ６．パート・アルバイト   ７．学生    ８．無職    ９．その他（  ） 

 

 

   －     

 

 

 

 

 
 

 

アンケートは以上です。同封の返信用封筒に入れ、３月１１日（月）までに投

函してください。 

**ご協力ありがとうございました** 

問 11 あなたのお住まいの郵便番号を記入してください。 

問 10 あなたの世帯で主な収入を得ておられる方のご職業をお答え下さい。 

問 9 あなたの年齢をお答えください。 

問８ あなたの性別をお答えください。 

問 12   最後に「中海本庄地区 水辺の楽校」の整備や、本アンケート調査に対するご

意見がありましたらご記入ください。 

 

あなた自身のことについて 

自由意見 
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・
水

辺
に

階
段

や
坂

路
、

護
岸

、
河

川
管

理
用

通
路

を
整

備
し

ま
し

た
。

・
水

辺
に

近
づ

き
や

す
く

な
り

、
安

全
に

水
辺

の
利

用
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

　
島

根
県

松
江

市
の

東
に

位
置

す
る

中
海

本
庄

地
区

は
、

小
・

中
学

校
と

隣
接

し
、

付
近

に
は

老
人

ホ
ー

ム
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

小
学

校
で

は
、

水
質

調
査

や
魚

採
り

、
中

海
の

ご
み

拾
い

と
い

っ
た

水
辺

で
の

学
習

が
盛

ん
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

、
自

然
の

砂
浜

は
狭

く
、

湖
岸

堤
も

直
立

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

た
め

、
水

辺
が

安
全

に
利

用
で

き
な

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。

【
整

備
前

】

事
業

の
効

果【
事

業
説

明
資

料
】

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校

【
背

景
】

【
整

備
後

】

水
辺

に
近
づ

き
や

す
く

す
る

こ
と

で
、

水
辺

利
用
の

安
全

性
が

向
上

す
る

。

新
鶴
見
橋

・
自

然
の

砂
浜

は
狭

く
、

湖
岸

堤
も

直
立

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
で

あ
り

、
水

辺
に

下
り

る
階

段
や

通
路

も
な

い
こ

と
か

ら
、

安
全

に
水

辺
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
階

段
や

坂
路

、
護

岸
、

河
川

管
理

用
通

路
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
・

環
境

学
習

の
場

、
自

然
体

験
の

場
、

地
域

の
水

辺
遊

び
の

場
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

・
自

然
の

砂
浜

は
狭

く
、

小
学

校
前

は
直

立
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
で

、
水

辺
に

近
づ

け
な

い
状

況
で

し
た

。

※
こ

の
背
景

地
図
等

デ
ー
タ

は
、
国

土
地

理
院

の
電

子
　

　
国

土
W
e
bシ

ス
テ
ム

か
ら
配

信
さ
れ

た
も

の
で

あ
る
。

③
中
海
本
庄
地
区

水
辺
の
楽
校

平
成
2
0
年
5
月
撮

影

整
備

前
の
状

況
整
備
後
の
状
況

散
策

が
で
き
な
い

水
辺

に
近
づ

け
な

い

平
成
2
0
年
3
月
撮

影
平
成
2
0
年
3
月
撮

影

平
成
2
3
年
5
月
撮

影

本
庄

小

中
海

本
庄

地
区

水
辺

の
楽

校

本
庄

中

平
成
2
2
年
7
月
撮

影
平
成
2
2
年
7
月
撮

影

老
人
ホ
ー

ム

狭
い

砂
浜
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TCM本調査結果

1.アンケート集計数

配布数 回収率 有効回答数 有効回答率
1600 39.9% 381 59.7%

2.TCM算定結果

・中海本庄地区水辺の楽校

整備前 整備後
1 0.11 0.31 192
2 0.44 0.44 259
3 0.02 0.22 471
4 0.04 0.05 600

3.便益・費用算定結果

年便益
(百万円)

B(百万円) C(百万円)

14 343 132
・Bは残存価値を加算した。

・年便益＝整備後の消費者余剰－整備前の消費者余剰＝15百万円－8百万円＝7百万円

回収数
638

旅行費用ゾーン
利用頻度(回/年・人)

中海本庄地区水辺の楽校
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斐伊川総合水系環境整備事業

〔島根県への意見照会と回答〕
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斐伊川総合水系環境整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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